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    終局の傍












あなたが逃げてしまったのではなく、おそらく私が突き離したのね。



私に死んでしまえと言っていたのを思い出したの。いつだって悲しみなどなかったし、ましてや打ち捨てられた人のような不幸もありはしなかったのに。そのうえまだ何かを言い足りないほどワガママなのね。関係性を拒否し続ける私には、秤にかけて比べることができるほどの実態がこれっぽっちもなかったの。出来事の関係性に背を向けたのだから仕方ないのよ。だから落ちた。杯から零れた水の様に簡単にさらさらと飛び散って。死が地面を渡るようにズル賢くしているだけ。まともに生きることも叶わなかった。こうして徐々に沈んでいくのは絶望の先を覗いた所為ではないのに。嘲りの声が気化したまま響いていることを感じるのも、それらを幻聴なのだと確かめるためにすぎないんだわ。生きたいという願いも忘れてしまいそう。上下左右を見失うほどの夜道で私の思考を感じているのも、きっと忘れていないことだけを確かめる為。空漠の想いは身体を喰べることをやめない悪食よ。いまだ杯に残って浮かぶ泡に指を突き差して割るように。そこで破れる過去の空を視たの。笑っちゃうわよ。私の意志なんて無く。火も一緒に蕩けていってしまうわ。





そうね、もう無いの。苔の香りに満ちた圧倒されそうな幸福感も、厳しい山々を渡る頂上で一瞬だけ見合った瞳も、ここには。転げ落ちた暗闇の荒野に歩むぼろぼろによろめく足も、そのとき空から攫っていく優しい片手みたいな雲も、螺旋の階段から飛翔できる確信も、ここにはもう無い。一筋の消え入りそうな光の温かさに安らいで眠る心も、捉えられないほど透明な視線の純粋さがみせる愛情も、綺麗に焼け爛れた思い出と記憶の在り処を示す顔も、ここにはもう無いのよ。




遠くから幕みたいな音がわたしに落ちてくるそのときふと、あぁ、わたし、どうかしてるんだなって思うのよ。有象無象の世界なんかと比べなくていいんだって思い続けられたらいいのに。偶然や運命なんてそのへんに捨てられて溶けていること、知っていたんだから。あの火の下でとろける蝋みたい。息の音の聴こえないような沈黙の殺意。いまいちど地獄に落ちたいって、あの力で押し潰されたいって、感情が溢れていたころの偽りの虚無に戻りたいって、ときどき思い出すの。でも私ったらもう遥か地中深くにいて、いやらしく這っていたの、お分かりでしょう？あなたも弱くなっちゃうのかしら？
でも死んじゃ嫌よ、生きてよ。火が燃えてる。明るい世界は怖いのよ。





思い出しちゃった。いまでもね、わたしはおとうさんが欲しいの。今でもね、そう思うの。きっとあの時、わたしがおとうさんを殺してしまったんだわ。わたしより強い人が好きだったの。力のことじゃないけれど、わたしが強すぎたのが悪いのよ。ごめんねおとうさん、後生だから昔から戻ってこないでちょうだい。その眼差しの揺らぎを思い出すたび、わたしがここでまだ生きてることを呪いたくなってしまう。こんな悪い血はもう後に残さないことにしたのよ。あの時の眼ざしこそ悲しみというべきだわ。涙が流れないことでわたしは、めいっぱい歪んでいくのだし。
だから、わたしは人間が嫌いなの、とっても。明るい場所は怖いの。




善い人にならいくらでも成れるの。そうよ、真似をすればいくらでも。でもね、汚れに耐えかねて蝋燭に突っ込んだ鳥が海に身投げしたのを視ちゃったの。虚無から産まれて盛んに光を探しながら遊んでいたときのことだったかしら。逆さまの山になりきれると思って、月を支えていこうとして、落ちていったわ。きっとあのころから太陽が怖かったのね。身を投げたのは自由でいたかったからよ。幾たびの太陽と一緒になってまた落ちてくるの。今度という今度こそは重さに負けてしまうんじゃないかって、私はね、見上げては視線を下ろすたびに心配するのよ。だって潰れてぺしゃんこになった可笑しな生き物だもの。私が簡単に捨ててしまわないか、それが心配だから。心配するのはあなたの為じゃ無いのよ。私の限りないエゴイズム、傲慢さ、酷いでしょ？
嫌っても構わないわよ。ねぇ、もっと嫌って。




隣で色とりどりに咲く草花たちは憧れだったの。息をしていないから好きだったのね。戯れる虫たちも花の器官なのだし。それから、美味しくなさそうな粘土を捏ねてあげるの。腐りはてて栄養がなくなっちゃうんだからまるで未成熟な立ち枯れだわ。手折った枝で抑圧している心の跳躍たちが選択肢をお仕置きするの。過去には決して追いつけないことを諭してあげる。ぽっかり空いた穴の黒がいつだってお迎えにやって来るんだから。死んだ人が持つ視界のように憧れの草叢を仰ぎ、種無しの花たちを口から吐いては地面に埋めている。もはや命に適さない塵芥の堆積場なのを知った上で。そうして血反吐とともにぶちまけた種で窒息してしまえばいいんだわ。醜い吐息の欲望に腑抜けになりやがって。頭の無い冗長な目潰し同然のめまいと一緒に奈落に消えてしまうがいいのよ。喰い破って吐き捨ててあげたい、あぁ、心臓まで空っぽ。





ねぇ、時間を信じるってどういうことなの。わたしは時間なんて信じちゃいないの。そんなもの砂でこさえた汚れた塔だわ。海が連れていっちゃうんだから。かわいそうな砂たちね。突き動かされて揺れて魂が震えることって、感覚している私自身の存在自体の全否定なのよ。思わせぶりな偶然を感じることに対して見えないふりをしているんだもの。偶然なんて幾らでもあるんだし。言葉なんて狭い場所。そのせいで心の場所も近いと感じてしまうだけよ。血よりも黒い海の中。攫われた砂粒。信じないわ。あともう一回叫んだらみんな崩れてしまうほどの殺戮の場所なんだから。






そうよ、気ままに訪れたあなたも私の時間に腐っていくのよ。想いや胸の内と感じたことを残すべきではなかったの。でも、残ってしまうのはやはり、そこで息をしていた所為。後悔しかなくてもね。そしてまたいつか残すのはやっぱり息をしている所為なのだわ。いつだってそこに後悔はある。取り戻せない途轍もなく大きな後悔。ただ転がり堕ちて行くだけの後悔。そういう虚ろな感覚にも堪らない恍惚の悪意が喘いでいることを見つけてしまうの。だからね、私はいつも殺されたいし、ときおり、あなたを殺してしまいたい。




どれほど酷い地獄の記憶も飼い慣らしてしまうのね。私が復讐したいのは時間に連れていかれたものなの。貪欲な針を突き刺しているあなたの。食い込めば食い込むほど蛆虫みたいな憎しみを思い出させてくれるのよ。本音が漏れたように骨がぽきぽき鳴って。瘡蓋を剥がして啜り味わっている。身体で疼いている蛆虫が乳飲み子のように鳴いている。私に中身が無いのを知っているんだわ。腐っていく痛みに眠れやしない。蛆虫の培養体なのかしら。私なんて最低ね。もっと息の根を止めてしまうほうがいいんだわ。助けの手を差し伸べられても拒絶している。もう憐れみすら無いの。底で灼熱に煮えた感情はどうやったって失ってしまえるものではないのだし、そこから身勝手に綴る傲慢な暴虐は破壊に満ちた消し炭の私でしかないの。真実の素っ気なさに途方に暮れて、そして、許すことや捧げることを愛などと呼ぶ馬鹿者たちも一緒に喰い殺してあげたいって思う。だから私は、ぐちゃぐちゃに喰われちゃえばいいのよ。






隠し通す穢らわしい暴力に後悔と憎悪が交じる液状の虚無。言葉にするのも悍ましい軽蔑が空っぽの心を蝕んで、礎石までをも際限なく蝕んでいるの。だから私、少しだけ悲しい。地獄から這い出る月夜に、太陽は暗闇の根っこからなおも睨んでいる。ほじくり返して貪ったのは心地のいい発狂の燈。私の遥か上空を通り過ぎてやまない記憶の光景。破滅の賛歌を歌う新月の膜の片隅。骸の生の残り香は、未だにあちこち漂い続けているというのに。私の身体の蛆虫がどんなふうに答えたのかは、あなたにしか聴こえない。







私があなたの身体からもさらに生まれてしまうことを思い知らしてあげたいわ。醜く穢れた人を象って澱んで濁った時間のように。助けてだなんて叫ぶ永遠を空っぽの身体へ突き刺して掻きまわすの。血と泥と皮と筋を臍に巻き付けて、これが心だよって言うの。色無く輝いている空の変わらぬ光を浴びて。

もう嫌よ、わたし、死んでしまいたい。
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